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①学校運営上の
課題

社会に開かれた教
育課程への対応

全国学調の質問紙において、
「地域の行事に参加している」
という設問の回答が、小学校で
は９０％台から８０％台へと減
少傾向にあり、中学校では５
０％台と低迷している。「地域や
社会をよくするために何をすべ
きか考えることがある」という設
問も小学校で７０％台、中学校
で５０％台である。このように、
小中学生の地域とのかかわり
について課題がある。

地域コーディネーター２名のうち、１名が
町内２小学校１中学校のコーディネート
を担い、地域ボランティアやゲストティー
チャーの活用促進を図る。また、コミュニ
ティスクールと地域学校協働本部との有
機的な連携を図っていく。

各学校において地域に出る活動
や地域の人と関わる活動の促進
はもちろん、地域における活動
についても地域ボランティアの参
画により、子どもたちと地域の人
がふれあう機会を増やし、子ども
たちの地域に対する意識を高め
ていく。そのことにより、地域によ
る教育活動への参画が図られ、
教員の負担軽減にもつなげてい
く。

全国学調の質問紙におけ
る、①「地域の行事に参加
している」②「地域や社会
をよくするために何をすべ
きか考えることがある」と
いう設問の肯定的回答の
割合（小・中平均値）

①68.6
②63.5

％
①70
②65

①68.7
②79.7 3

町内各学校において、地域に出る活動や地域の人と関わる
活動の促進はもとより、地域における活動についても地域ボ
ランティアの参画により、子ども達と地域の人が触れ合う機
会を増やし、子ども達の地域に対する意識を高めることがで
きた。そのことにより、地域による教育活動への参画が図ら
れ、教員の負担軽減にもつながっている。全国学力等調査
において、①について肯定的に回答した児童は90％と高い
が、中学校になると、40％台に低くなってしまう。②に対する
肯定的な回答は、目標よりも高くなっている。地域についてさ
らに学習を深めていくだけでなく、学習活動を終えての振り
返りなどで自分の考えをまとめていく取り組みも深めていくこ
とが大切であると考える。
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